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【院長あいさつ】

この時期はクリスマスにお正月、幼少期は冬休みにも突入し楽しいばかりの時期でしたが、大学・高校
生を持つ親となると出費がかさむ時期に突入です（汗）。しかしこれは”家族“という幸せを頂いた代償な
のかも？とも思う年末です。昨年末は全看護職員をはじめ”一斉退職“という診療形態を大幅に見直すきっ
かけとなりましたが、新体制をサポートしてくれた職員に加え地域の皆さまに支えられ、今年も無事にこ
の日を迎えることができたことに心から感謝申し上げます。来年も”健康“をモットーに地域医療に邁進し
てまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

【今月のおはなし】 ＊今回は、「OTC」
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【当院からのお知らせ】

・胃カメラ・大腸カメラ・各種超音波検査は、午前外来終了後（12時～）施行しております
・特定健診・高齢者健診をはじめ、胃がん内視鏡けんしんも随時“予約”を受付ております
・待ち時間・感染症対策として、 “診療予約”にご協力お願いします。ネット予約も可能です
・当院の情報をいち早くお届けするために、SNSやホームページの登録・確認をお願いします
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日本の保険診療では “薬価” は毎年4月に、“診療報酬” は
1年おきに6月に改訂されます。2026年は診療報酬が改定され
る年であり、その1つに「OTC」の取り扱いが注目されていま
す。右図にも示した通りOTCには “類似薬” と “医薬品”があり、
違いは一言でいうと医療保険が適応されるかされないか（全額
負担）ということです。前号（vol. 103）でも取り上げました
が、日本の “社会保障費” は既に限界に達しており、その対策
としてOTCの見直し（類似薬→医薬品）、もしくは保険適用は
そのままで類似薬は薬剤費の25％を窓口負担をする案（3割負
担の方ですと薬剤費は約1.6倍）があげられています。具体的
にどういう薬剤が対象なのでしょうか？
現時点では詳細不明ですが、77成分（約1100品目）、かぜ

薬・抗アレルギー薬・痛み止め・胃薬・下剤・湿布・塗り薬な
どの一部の薬品が対象となるようです。
現在定期的に使用しているくすりは本当に必要ですか？皆さ

ん一人ひとりの意識が医療費削減を通じ社会への貢献にも繋が
ると私は考えております。現在定期治療している疾患のみなら
ず些細な事でも構いません、私たち ”かかりつけ医“ に気軽に
ご相談ください。
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